
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津房郷を季節の花で飾ろう！を趣旨に、ことしも  

｢花いっぱい運動｣ を展開します。 

例年どおり、｢桜｣ などの花木苗と ｢サルビア｣ 等の夏花苗を

無料頒布します。 

各区長さんへ、集落単位での希望数の取り纏めを別途お願

いしていますので、ご希望者は ２月８日までに     

樹種と本数を集落の区長さんへ連絡願います。 

【 花 木 】 桜（ｿﾒｲﾖｼﾉ） 、 サルスベリ 、 辛夷（ｺﾌﾞｼ ） 

木槿(ﾑｸｹﾞ)、 さつき(ﾂﾂｼﾞ) 小手毬(ｺﾃﾞﾏﾘ)   

【 花 苗 】 マリーゴルド 、 サルビア 

【 ご注意点 】 

① 植栽地は共有、私有を問いませんが、公道に面し、一般通

行者の目に触れる場所限定です。 

② 希望総数が多くて予算枠を越える場合は、地区全体でのバ

ランスを取り、頒布本数の調整をさせて頂きますので、予め

ご了解ください。 

   

津
房
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
５
月
の
結
団
式
の
あ

と
、
地
区
民
お
よ
び
メ
ン
バ
ー
自
身
の
防
火
意
識
の
向
上
に

寄
与
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

地
区
民
に
最
も
身
近
な
活
動
事
例
と
し
て
、
昨
年
秋
の

火
災
予
防
週
間
中
の
宵
に
、
各
集
落
を
巡
る
消
防
車
に
メ

ン
バ
ー
が
同
乗
し
、
可
愛
い
声
で
防
火
を
呼
び
掛
け
る
と
い

う
清
新
な
活
動
が
為
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
地
区
民
に

と
っ
て
大
変
微
笑
ま
し
く
、
頼
も
し
い
活
動
で
し
た
。 

 

そ
し
て
、
去
る
５
月
12
日
、
６
年
生
メ
ン
バ
ー
の
卒
業
が

迫
っ
た
の
を
機
に
、
最
初
の
一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
一
旦
の
解
団
式
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
津
房
地
区
公
民
館
に
お
い
て
、
災
害
時
の
炊
き
出
し

訓
練
を
兼
ね
て
の
団
員
に
よ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
づ
く
り
を
行

い
、
全
員
で
感
想
を
述
べ
な
が
ら
の
楽
し
い
食
事
会
で
解
団

式
を
行
い
ま
し
た
。 

リ
ー
ダ
で
あ
る
濱
野
先
生
（
団
長
）
の
優
し
く
愛
情
溢
れ

る
指
導
の
も
と
、
メ
ン
バ
ー
諸
君
に
は
大
変
有
意
義
な
体
験

が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
と
し
５
月
ご
ろ
に
は
、
新
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
第
２
年

目
の
結
団
式
が
あ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す 

前号でご案内、参加者募集致しました標題のイベント、１月２０日の大寒という

時期であったためか、ご参加者は予想を下回る 14名に止まりました。 

当日は霧雨が降るあいにくの天候であったため、場所を当初予定の地区公民

館前の駐車場から花や土などの材料供給をお願いしていたフラワーうさ さんの

ビニールハウスに急遽変更して行いました。 

当ビニールハウスの現場マネージャである久野さんと、オーナで当協議会会

長の菅原さんに指導役をお願いし、季節の花８種類を各自思い思いのイメージ

に従ってアレンジした寄せ植えポットを小一時間掛けて仕上げました。 

ワイワイ騒ぎながらの楽しい作業と、指導役のアドバイスを遵守して作業した甲

斐あっての上出来作品に、全員満足でした。 

作品を前にした集合写真撮影のあと、色とりどりの花咲き乱れるアチコチのハ

ウス内見学で目の保養をし、各自作品を持ち帰るという充実した２時間を過ごし

ました。 

 

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 

津房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

ご意見などお寄せ願います。 

作品を前に全員での集合写真 ワイワイ言いながらの作業 

津
房
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の 

活
動
紹
介
で
す 
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慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら

全
員
一
致
団
結
し
て
調
理 

穏
や
か
な
天
気
が
続
く
こ
の
冬
で
す
が
、
地
区
の
み
な
さ
ま
に
は

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
よ
り
当
協
議
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
全
国
各
地
で
地
震
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
で
甚
大
な
自

然
災
害
が
発
生
す
る
な
か
、
当
津
房
地
区
で
は
、
各
所
で
小
さ
な
が

け
崩
れ
な
ど
の
小
規
模
被
害
は
あ
り
ま
し
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
平
穏
で

幸
い
な
一
年
で
し
た
。 

ま
た
、
永
年
に
亘
っ
て
要
望
し
て
き
た
楢
本
橋
関
連
と
六
郎
丸
交

差
点
の
二
か
所
の
道
路
改
良
工
事
が
完
了
し
、
地
区
民
に
と
っ
て
の

交
通
の
安
全
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
さ
ら
に
、
旧
津
小
跡
地
の
活

用
案
と
し
て
8
年
前
に
地
区
民
代
表
で
ま
と
め
、
行
政
へ
要
望
し
て

い
た
若
者
定
住
促
進
住
宅
3
戸
の
設
置
が
実
現
し
、
す
べ
て
入
居
者

で
埋
ま
っ
た
こ
と
、
児
童
数
減
少
で
市
内
最
少
児
童
数
で
あ
っ
た
津
房

小
学
校
に
9
名
も
の
新
入
生
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
地
区
民
に
と
っ

て
明
る
い
出
来
事
が
重
な
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

地
区
民
が
一
体
に
な
り
根
気
良
く
要
望
し
続
け
る
こ
と
で
、
行
政
の

ご
理
解
を
得
ら
れ
た
こ
と
、
事
業
遂
行
に
当
た
っ
て
は
地
区
民
あ
げ

て
協
力
す
る
体
制
が
取
れ
た
こ
と
、
の
二
つ
が
今
回
の
事
業
実
現
の

要
因
で
あ
っ
た
と
確
信
致
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
住
み
よ
い
津
房
郷
を
目
指
す
上
で
、
解
決
す
べ
き
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
と
行
政
と
の
協
働
取
り
組
み
を
続
け
、

目
標
に
一
歩
で
も
近
づ
け
れ
ば
と
心
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。 

４
月
か
ら
は
当
協
議
会
設
立
９
年
目
の
事
業
年
度
に
入
り
ま
す

が
、
当
協
議
会
設
立
時
の
行
政
と
の
約
定
に
よ
り
、
来
年
４
月
か
ら
の

活
動
指
針
と
な
る
次
の
中
期
（
１０
年
）
計
画
を
期
中
に
ま
と
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

広
範
な
住
民
各
位
の
ご
意
見
を
集
約
し
た
計
画
と
致
し
た
く
、
別

途
お
願
い
す
る
協
議
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
対
し
、
全
面
的
に
ご

協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
各
位
に
は
穏
や
か
な
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

濱
野
団
長
か
ら
の 

優
し
い
訓
示
風
景 

津
房
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

会 

長 

菅
原 

維
範 


